































3. 0 H P 取付形タイムキーパ装置の回路構成
図 1 は試作したタイムキーパ装置の外観図である。 LCD は 8 桁で右側 4 桁を時間表示器とし、




Power On Reset 回路からのCLR信号により発表講演番号のカウンタは 0 となり、同時に時計用カウ
ンタには発表講演時間設定器の 1 0 進データが読み込まれて、カウントダウン動作を開始するよう
になっている。時間表示器は時計用 4 桁アップダウンカウンタのデータ (0"'59分 59秒)を表示し、発表
講演番号表示器は 1 0 進 3 桁アップダウンカウンタのデータ (0"'999) を 7-Segment L C D で表示す
る。全ての操作は赤外リモコンで行うことができる。なお、ここで用いた論路回路素子は 74HC




L C D 表示器
時間表示
(0"'59 分 59 秒)
図 2 0 H P 取付形タイムキーパー装置のブロック図
3 -1 .時計回路部
図 3 は時計部分の回路図である。時計用 1 C にはMAXI附の ICM7217B(4-Digit(LED) Presettable 
Up/Down Counter) 【引を、 LCD駆動用 1 C には ICM7211A(4-Digit LCD/LED Display Driver) (6) を
使用している。発表講演時間中はスピーチタイマ機能であるカウントダウン動作で残余時間表示を
行い、質疑応答時間からはカウントアップ動作で経過時間表示を行うよう回路設計している。 1 秒
のクロック信号はSEIKO-EPSON社のプログラマブル水晶発振器SPG8651B (7). (且)を 10kHz に出力設定し、
これを 1 0 進カウンタ 74HC390 と 74HC4017で分周し得ている。ここで多段の分周を行っている理由
は、告知鈴時間設定のデータを逐次 ICM7217B内のレジスタやカウンタにロードする信号などを発生
するタイミング回路 (Timing Circui ts) のためである。 ICM7217B内で時計データがレジスタデータ
と一致すると EQUAR信号が、発表講演終了時である O になると ZERO信号が発生する。 この信号によ
りベル告知信号を発生させている。各時間設定器には 1 0 進ディジタル swを用い、 1 0 分と 1 分
Aせ??






図 4 は発表講演番号表示部の回路図である。番号は74HC192(4-Bi t BCD Up/Down Counter) でカウ
ントし、 100 位と 1 0 位にはゼロブランキング回路を介して ICM7211Aでダイナミック駆動を行っ
ている。この回路では最大 999 までの番号を表示できる。番号の設定は 1 0 位、 1 位の各桁を独
立して随時増減できるようにしてある。赤外リモコンによる番号設定は、増減の各スイッチを押し
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図 5 は赤外リモコンの送受信回路である川， (1 0) 。赤外リモコンによる遠隔操作を採用している。
このリモコンでは、①講演開始時のスタート，②時間の停止/解除，③ベル停止/解除，④ 2 人連
続講演の設定/解除，⑤~③発表講演番号の 1 0 位と 1 位の各桁を設定するためのUp/Down
3-2 で述べた発表講演番号設定の信の 8 機能を操作できるようタクトスイッチを配置している。
その他は単発信号を送信する。送信部に使用し号についてはスイッチを押している間連続送信し、





































質疑応答終了鈴は長く (750ms) 1 回鳴るように信発表講演終了鈴は短く(125ms/500ms) 2 回，1 回，
号発生回路を設計している。パルス幅とパルス間隔は容易に変更可能である。
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3) 当装置の直流電源回路は、低消費電流なので単 3 乾電池 4 本で使用することを基本にしているが、
(6 V用)も利用できるよう工夫をしている。
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